小平市制施行50周年の基本的捉え方と記念事業の編成方針
１　策定の趣旨

　昭和37（1962）年10月1日、旧北多摩郡小平町が市制を施行し、今の小平市が誕生しました。平成24（2012）年には、ちょうど50年を迎えます。
　この「市制施行50周年の基本的捉え方と記念事業の編成方針」は、市制施行50周年をどのように捉えていくかを示すとともに、市民のみなさんとともに機運を盛り上げ、記念事業を行っていく上で、共通理解を図るためのものです。

２　市制施行50周年の基本的捉え方

市制が施行された昭和37（1962）年から、これまでの小平の歩みを振り返ると、高度成長期には都市部のベッドタウンとして住宅開発が進み、また、工場の進出などにより人口が急増しました。これに伴い、学校、下水道をはじめとした公共施設が次々と建設され、市民生活に必要な都市基盤が整備されてきました。

その後、徐々に少子・高齢化、情報化、国際化の波が訪れ、小平においても、人口微増の安定成長期を迎えました。90年代のバブル崩壊後は、いわゆる成熟社会に入り、小平市政においても、安定した持続可能な社会づくりや環境への配慮が求められるようになってきました。
おおかたの都市基盤は整備されてきましたが、これまで、こうした公共的な仕事の多くは、行政が担ってきたものでした。今後50年の間には、さらに社会経済情勢の変化も予想されますが、近い将来に到来する人口減少期に合わせ、公共的なサービスも、一律で全体的なものから、より多様で個別のものが求められます。そして、地域において、市民のみなさんが自らの課題を考え、解決に向けた実践を行うという活気に満ちた活動が繰り広げられる将来社会のイメージを描くことができます。そのため、市民のみなさんと行政が手を携えて、「次なる豊かさ」を目指して取り組むことが重要です。
過去から未来への時間軸の中で、50年の節目を好機と捉え、これまで小平の礎を築いてきた先人の歩みとその労苦に敬意を表し、また、未来の小平を創る次の世代を育て、蓄積を継承していけるよう、将来に向けて種を蒔いていきたいと考えます。
３　記念事業の編成方針
（１）小平らしさとは
記念事業を編成するに当たっては、小平の特徴を活かし、小平の魅力を伸ばす事業を仕組んでいきます。
小平には、新田開発以来、脈々と営まれてきた郷土の生活・文化の歴史や有形・無形の財産があります。また、グリーンロードをはじめとしたみどり豊かな住環境になじんできた一方、都市化が進展していることから、今後、みどりを確保・創出していくことが、未来の小平の魅力をつくるものと考えます。さらに、近年では、ブルーベリーや丸ポストなど、市民の横断的・多角的な取組みが市の魅力アップに功を奏しています。
　こうしたこれまでの蓄積を次世代に受け継ぎ、地域の魅力を最大化することにより、未来の小平市民が誇りや愛着を持てるまちづくりができます。
このような認識に立ち、市自らが記念事業を推進するとともに、小平市第三次長期総合計画や行財政再構築プラン、また、小平市自治基本条例等に示されている「協働」や「新しい公共」を実践する観点から、「市民のちから」をサポートしながら記念事業を展開していきたいと考えます。
（２）記念事業の切り口

　これまでの小平を支えてきた市民のみなさんと、これからの小平を支えていく市民のみなさんにスポットを当て、①ふるさとの文化や歴史を再確認する事業群「あゆみ」、②将来を築く子どもが夢を描く事業群「きぼう」、③新たな風を吹き込み、みどりあふれる将来の小平への魅力づくり、しかけづくりを行う事業群「いぶき」をキーワード(*)とします。

　これらの事業展開に際しては、単発のイベントではなく、切り口ごとに一定のまとまりを意識しながら、小平の特徴を活かし将来の第一歩となる取組みや次世代へのストックとなる取組みを実施します。
①「あゆみ」…過去から。「ふるさと」「文化」「歴史」などの事業群

②「きぼう」…未来へ。「子ども」「ゆめ」などの事業群

③「いぶき」…現在。「まちの魅力」「しかけ」「花とみどり」などの事業群

　　　(*)これらのキーワードは仮のイメージであり、別途キャッチコピーなどを定めていきます。









（３）記念事業の枠組み
　記念事業は、以下の枠組みで考えていきます。
　①市民企画事業
　　　市民団体・企業等が自主的に行う事業で、50周年記念事業の趣旨に合うと認められる事業に対して、市民活動公募支援事業の手続き等に準じ、「50周年記念事業」の位置づけを行うとともに、財政支援を行います。

　②協賛事業

　　　市民団体・企業等が自主的に行う事業で、50周年記念事業の趣旨に合うと認められる事業に対して、後援名義使用承認の手続きに準じ、「小平市制施行50周年記念」の表示、ロゴマーク・キャッチコピーの使用を認め、広くPRに協力していただきます。
③市企画事業

　　記念式典を始め、50周年記念事業の趣旨に合う事業について、できる限り「市民のちから」により参加・協働を取り入れて企画・実施します。

４　広報・ＰＲ
　市制施行50周年のロゴマーク・キャッチコピーについては、今後、一般公募を行い、審査を経て決定します。

　これらのデザインは、市のホームページ、各種発行物などを活用しPRを行います。

　市及び市の外郭団体が主催・共催・協働で行う事業については、その趣旨が市制施行50周年に沿うものに関して、「小平市制施行50周年記念」の表示、ロゴマーク・キャッチコピーの使用を行い、統一的なデザインにより積極的なPR・周知を行うこととします。

５　今後の進め方

　この方針に基づき事業を組み立て、市から市民のみなさんに、参加や協力の働きかけを行っていきます。
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